
単元5　地球の明るい未来のために 1

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
　日常生活や社会と関連付けながら，生物と環境，エネル
ギーと物質，自然環境の保全と科学技術の利用を理解して
いるとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身
に付けている。

　身近な自然環境や地域の自然災害などを調べる観察，実
験などを行い，自然環境の保全と科学技術の利用の在り方
について，科学的に考察して判断している。
　日常生活や社会で使われているエネルギーや物質につい
て，見通しをもって観察，実験などを行い，その結果を分
析して解釈するとともに，自然環境の保全と科学技術の利
用の在り方について，科学的に考察して判断している。

　自然と人間に関する事物・現象，科学技術と人間に関す
る事物・事象に進んで関わり，見通しをもったり振り返っ
たりするなど，科学的に探究しようとしている。

単元のねらい
観点別評価

・自然と人間に関する事物・現象に進んで関わり，科
学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然
環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総
合的に見ることができるようになる。
・日常生活や社会と関連付けながら，エネルギーと物
質，生物と環境および自然環境の保全と科学技術の利
用のことを理解するとともに，それらの観察，実験な
どに関する技能，自然環境を調べる観察，実験などに
関する技能を身に付ける。
・日常生活や社会で使われているエネルギーや物質に
ついて，見通しをもって観察，実験などを行い，その
結果を分析して解釈し，身近な自然環境や地域の自然
災害などを調べる観察，実験などを行うとともに，自
然環境の保全と科学技術の利用の在り方について，科
学的に考察して判断する。



１章　自然環境と人間（6時間） 2

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
　日常生活や社会と関連付けながら，自然環境の調査と環
境保全，地域の自然災害についての基本的な概念や原理・
法則などを理解しているとともに，科学的に探究するため
に必要な観察，実験などに関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けている。

　生物と環境について，身近な自然環境や地域の自然災害
などを調べる観察，実験などを行い，科学的に考察して判
断しているなど，科学的に探究している。

　生物と環境に関する事物・現象に進んで関わり，見通し
をもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようと
している。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

規
準

・人間の生活と自然環境とのかかわりについて理解し，知
識を身につけている。
・身近な自然環境を調べ，記録する技能を身に付けてい
る。

★身近な自然環境の調査を行い，異なる場所における自然
環境の特徴を調べ，結果を科学的に考察して判断してい
る。

・自然環境の変化についてに進んで関わり，見通しをもっ
たり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
る。

方
法

行動観察，レポート，ペーパーテスト レポート，ペーパーテスト 行動観察，質問紙

Ａ
基
準

・調査結果が科学的に正しいかをふまえた上で，人間の生
活と自然環境とのかかわりについて科学的に考察し，説明
できる。
・身近な自然環境の調査を計画立てて安全に行い，結果の
適切な記録やわかりやすい整理ができている。

・身近な自然環境の調査を行い，異なる場所における自然
環境の特徴を調べ，結果を科学的に考察し，根拠を示しな
がら適切に判断している。

・自然環境の変化について，自ら調査課題を設定し，科学
的な探究を主体的にしようとしている。

Ｂ
基
準

・人間の生活と自然環境とのかかわりについて科学的に考
察できる。
・身近な自然環境の調査を行い，結果の記録や整理ができ
る。

・身近な自然環境の調査を行い，異なる場所における自然
環境の特徴を調べ，結果を科学的に考察して判断してい
る。

・自然環境の変化について，調査課題を設定し，科学的に
探究しようとしている。

規
準

★自然環境の保全のために自然を保護したり，共生したり
する取り組みについて理解している。

・事例から，現在ある自然環境を保全するための方策を科
学的に考察して判断している。

・自然環境の保全について進んで関わり，見通しをもった
り振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
る。

方
法

行動観察，レポート，ペーパーテスト レポート，ペーパーテスト 行動観察，質問紙

Ａ
基
準

・自然環境の保全のために自然を保護したり，共生したり
する取り組みについて理解し，具体的な例をあげながら説
明している。

・自ら事例をあげて，現在ある自然環境を保全するための
方策を科学的に考察し，根拠を示しながら判断している。

・自然環境の保全のための方策を見透しをもって考え，説
明しようとしている。

Ｂ
基
準

自然環境の保全のために自然を保護したり，共生したりす
る取り組みについて理解し，教科書の記述にそった例をあ
げながら説明している。

教科書の事例をもとに，現在ある自然環境を保全するため
の方策を科学的に考察して判断している。

自然環境の保全のための方策を考えようとしている。

規
準

・自然の恵みと災害について理解し，自然と人間のかかわ
り方について認識している。
・自然の恵みと災害に関する具体的な事例の調査などを行
い，結果の記録や整理，資料の活用のしかたなどを身につ
けている。

・自然の恵みと災害について調べ，自然を多面的，総合的
にとらえて，自然と人間のかかわり方について，自らの考
えを導いたりまとめたりして，表現している。

★自然の恵みと災害に関する具体的な事例に進んでかかわ
り，それらを科学的に探究しようとしている。

方
法

行動観察，レポート，ペーパーテスト ワークシート，ペーパーテスト 行動観察，レポート

Ａ
基
準

・自然の恵みと災害について理解し，自然と人間のかかわ
り方について科学的に考察し，説明できる。
・自然の恵みと災害に関する具体的な事例の調査について
計画を立てて安全に行い，結果の適切な記録やわかりやす
い整理ができる。

・調べた結果を多面的，総合的にとらえて，自然の恵みと
災害について科学的に考察し，自分の考えをレポートで表
現している。

・自然の恵みと災害に強い興味をもち，テーマにもとづい
て進んで考え，話し合いを進めている。

Ｂ
基
準

・人間の生活と自然環境とのかかわりについて科学的に考
察できる。
・自然の恵みと災害に関する具体的な事例の調査を行い，
結果の記録や整理ができる。

・自然と人間のかかわり方についてレポートで表現してい
る。

・自然の恵みと災害に興味を示している。

・身近な自然環境について調べ，様々な要
因が自然界のつり合いに影響しているを理
解するとともに，自然環境を保全すること
の重要性を認識する。
・地域の自然災害について，総合的に調
べ，自然と人間の関わり方について認識す
る。

時
数

項目
＜項の目標＞

観点別評価

観点別評価例
章のねらい

方法…評価方法　A基準（十分満足できる。）　B基準（おおむね満足できる。）　　★…重点評価項目

1　自然環境の変化
Ａ　生物と自然環境
Ｂ　人間の活動と自然環境
Ｃ　身近な自然環境の調査

◆２分野（７）ア（ア）㋑，イ

〈身近な自然環境について調べ，自然
環境を保全することの重要性を認識す
る〉

2　自然環境の保全

◆２分野（７）ア（ア）㋑，イ

〈土地の利用や環境保全の状況を知る
とともに，自然環境を保全することの
重要性を認識する〉

3　地域の自然災害

◆２分野（７）ア（ア）㋒，イ

〈身近な地域の自然環境について調
べ，自然がもたらす恵みと災害などを
多面的，総合的にとらえて，自然と人
間のかかわり方について考察する〉



２章　科学技術と人間（10時間） 3

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
　日常生活や社会と関連付けながら，エネルギーとエネル
ギー資源，様々な物質とその利用，科学技術の発展につい
ての基本的な概念や原理・法則などを理解しているととも
に，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関す
る基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。

　日常生活や社会で使われているエネルギーや物質につい
て，見通しをもって観察，実験などを行い，その結果を分
析して解釈しているなど，科学的に探究している。

　エネルギーと物質に関する事物・現象に進んで関わり，
見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究し
ようとしている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

規
準

★日常生活では，大量のエネルギーを消費していることを
理解している。
★発電に利用しているエネルギーには水力，火力，原子力
などさまざまなものがあることを理解し，知識を身につけ
ている。
★エネルギー資源を利用するときの課題や，エネルギーの
有効な利用が大切であることを理解し，知識を身につけて
いる。
★放射線の種類や性質，人体への影響などを理解し，知識
を身に付けている。

・資料から，エネルギーの消費量や使われているエネル
ギーの種類をとらえ，発電方法によって利用しているエネ
ルギーの種類がちがうことを理解し，火力発電や水力発電
がもともとは太陽エネルギーを利用していることをとらえ
ることができる。
・エネルギーを利用するときの問題点を見いだし，有効利
用，解決する方法について，自らの考えを導いたりまとめ
たりして，表現している。
・放射線の性質に関連づけて放射線の利用や課題につい
て，自らの考えを導いたりまとめたりして，表現してい
る。

・電気エネルギーのつくり方に課題を見いだし，人間が利
用しているエネルギーについて調べようとしている。
・エネルギーの有効利用に課題を見いだし，各種のエネル
ギー利用の問題点と改善方法について調べようとしてい
る。

方
法

ワークシート，ペーパーテスト 行動観察，レポート，ペーパーテスト 行動観察，レポート

Ａ
基
準

・日本のエネルギー消費量の推移や，水力，火力，原子
力，太陽光などの発電方法，エネルギー資源などについて
理解し，課題や有効利用について，具体例を示しながら総
合的にとらえて説明できる。

・日本のエネルギー消費量の推移や，水力，火力，原子
力，太陽光などの発電方法，エネルギー資源などについ
て，調べた結果を多面的，総合的にとらえて，科学的に考
察し，自分の考えをレポートで表現している。

・エネルギー消費量の推移，発電方法やエネルギー資源に
ついて認識し強い興味をもち，発電方法やエネルギー利用
の問題点や改善方法を意欲的に調べようとしている。

Ｂ
基
準

・エネルギー消費量の推移，発電方法やエネルギー資源に
ついて説明し，具体的な課題や有効利用の例をあげてい
る。

・エネルギー消費量の推移，発電方法やエネルギー資源に
ついてレポートで表現している。

・エネルギー消費量の推移，発電方法やエネルギー資源に
ついて興味をもち，各種のエネルギー利用の問題点や改善
方法を調べようとしている。

規
準

・日常生活や社会では，有機物や金属などいろいろな物質
を利用していることや新しい素材の利用について理解して
いるとともに，物質の有効利用の重要性を認識している。
・プラスチックの性質のちがいを調べる実験の技能を身に
付けている。

・プラスチックの性質の違いを調べる実験を行い，日常生
活や社会ではいろいろなプラスチックが利用されているこ
とを見いだすととも，物質の利用の在り方について，科学
的に考察して判断している。

・いろいろな物質の利用についてに進んで関わり，見通し
をもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようと
している。

方
法

行動観察，レポート，ペーパーテスト レポート，ペーパーテスト 行動観察，レポート

Ａ
基
準

・日常生活や社会では，有機物や金属などいろいろな物質
を利用していることや新しい素材の利用について理解し，
具体的な例をあげながら説明している。
・物質の有効利用の大切さを例をあげて説明している。
・実験の課題を理解し，プラスチックの性質のちがいを調
べる実験の技能を身に付けている。

・プラスチックの性質の違いを調べる実験を行い，プラス
チックの性質の違いを根拠を示しながら見いだすととも，
物質の利用の在り方について，科学的に考察して判断し，
具体例を提案している。

いろいろな物質の利用について，自ら課題を設定し，進ん
で実験を行うなど，科学的な探究を主体的にしようとして
いる。

Ｂ
基
準

・日常生活や社会では，有機物や金属などいろいろな物質
を利用していることや新しい素材の利用について理解し，
教科書の例を説明している。
・物質の有効利用の大切さを認識している。
・プラスチックの性質のちがいを調べる実験の技能を身に
付けている。

プラスチックの性質の違いを調べる実験を行い，プラス
チックの性質の違いを見いだすととも，物質の利用の在り
方について，科学的に考察して判断している。

いろいろな物質の利用について，課題にもとづいて実験を
行うなど，科学的な探究を主体的にしようとしている。

規
準

・くらしを支える科学技術やその発展の過程を理解し，科
学技術が人間生活を豊かで便利にしてきたことについて認
識している。
・科学技術の発展に関する具体的な事例の調査などを行
い，結果の記録や整理，資料の活用のしかたなどを身につ
けている。

★科学技術の発展に関する具体的な事例の調査などを行
い，科学技術が人間の生活を豊かで便利にしてきたことに
ついて，自らの考えを導いたりまとめたりして，表現して
いる。

★くらしを支える科学技術について進んで関わり，見通し
をもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようと
している。

方
法

行動観察，レポート，ペーパーテスト 行動観察，レポート 行動観察，レポート

Ａ
基
準

・調査結果が科学的に正しいかをふまえた上で，科学技術
の発展について科学的に考察し，説明できる。
・科学技術の発展に関する具体的な事例の調査について計
画を立てて安全に行い，結果の適切な記録やわかりやすい
整理ができる。

・調べた結果を多面的，総合的にとらえて，科学技術の発
展について科学的に考察し，自分の考えをレポートで表現
している。

・科学技術の発展について課題を見いだし，テーマにもと
づいて進んで考え，話し合いを進めている。

Ｂ
基
準

・科学技術の発展について科学的に考察できる。
・科学技術の発展に関する具体的な事例の調査を行い，結
果の記録や整理ができる。

・科学技術の発展についてレポートで表現している。 ・科学技術の発展に興味を示している。

観点別評価

5　くらしを支える科学技術
Ａ　くらしと科学技術
Ｂ　科学技術の課題と未来

◆１分野（７）ア（ア）㋒，イ

〈科学技術の発展の過程を知るととも
に，科学技術が人間の生活を豊かで便
利にしてきたことを認識する〉

時
数

項目
＜項の目標＞

4　いろいろな物質の利用
Ａ　有機物の利用
Ｂ　金属の利用
Ｃ　新しい素材の利用

◆１分野（７）ア（ア）㋑，イ

〈物質に関する観察，実験を通して，
日常生活や社会では，様々な物質が幅
広く利用されていることを理解すると
ともに，物質の有効利用が大切である
ことを認識する〉

・人間は，水力，火力，原子力，太陽光な
どからエネルギーを得ていることを知ると
ともに，エネルギー資源の有効な利用が大
切であることを認識する。
・物質に関する観察，実験などを通して，
日常生活や社会では，天然の物質や人工的
に作られた物質など様々な物質が幅広く利
用されていることを理解するとともに，物
質の有効な利用が大切であることを認識す
る。
・科学技術の発展の過程を知るとともに，
科学技術が人間の生活を豊かで便利にして
いることを認識する。

1　エネルギーの利用
2　エネルギ利用の課題
3　放射線の性質

◆１分野（７）ア（ア）㋐，イ

〈人間は，水力，火力，原子力などか
らエネルギーを得ていることを知ると
ともに，エネルギーの有効な利用が大
切であることを認識する〉

方法…評価方法　A基準（十分満足できる。）　B基準（おおむね満足できる。）　　★…重点評価項目

章のねらい
観点別評価



終章　これからの私たちのくらし（4時間） 4

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
　日常生活や社会と関連付けながら， 自然環境の保全と科
学技術の利用についての基本的な概念や原理・ 法則などを
理解しているとともに， 科学的に探究するために必要な観
察， 実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能
を身に付けている。

　自然環境の保全と科学技術の利用について，観察，実験
などを行い， 自然環境の保全と科学技術の利用の在り方に
ついて， 科学的に考察して判断しているなど， 科学的に探
究している。

　自然環境の保全と科学技術の利用に関する事物・現象に
進んで関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，
科学的に探究しようとしている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

規
準

・自然環境の保全と科学技術の利用について理解し，持続
可能な社会をつくることの重要性を認識している。
・自然環境の保全と科学技術の利用に関する事物・現象に
ついて調査を行い，結果の記録や整理，資料の活用のしか
たなどを身につけている。

★自然環境の保全と科学技術の利用に関する事物・現象の
中に問題を見いだし，テーマを設定して調査を行い，自然
環境の保全と科学技術の利用のあり方について，科学的な
根拠にもとづいて自らの考えを導いたりまとめたりして，
表現している。

★自然環境の保全と科学技術の利用に関する事物・現象に
興味をもち，それらを科学的に探究しようとするととも
に，科学的な根拠にもとづいて意思決定しようとしてい
る。

方
法

行動観察，レポート，ペーパーテスト 行動観察，レポート 行動観察，レポート

Ａ
基
準

・自然環境を保全したり，科学技術を利用したりしている
例をあげ，科学的な根拠を示しながら，持続可能な社会を
つくることの重要性を説明できる。
・設定したテーマに対し，見通しをもって調査を行った
り，資料を活用したりして，適切に結果を整理し，まとめ
ている。

・設定した課題について，調査結果から明確な科学的根拠
を示して，自分の考えをまとめ，適切に表現している。

・自然環境の保全と科学技術の利用の重要さについて強い
興味をもち，科学的な根拠をもとにした自分の考えをもと
うと意欲的にとり組んでいる。

Ｂ
基
準

・自然環境を保全したり，科学技術を利用したりしている
例をあげ，持続可能な社会をつくることの重要性を説明で
きる。
・設定したテーマに対して，調査を行ったり，資料を活用
したりして，結果を整理し，まとめている。

・設定した課題について調査結果から，自分の考えをまと
め，表現している。

・自然環境の保全と科学技術の利用について興味をもち，
自分の考えをもとうとしている。

・自然環境の保全と科学技術の利用の在り
方について科学的に考察することを通し
て，持続可能な社会をつくることが重要で
あることを認識する。

章のねらい
観点別評価

時
数

項目
＜項の目標＞

観点別評価

方法…評価方法　A基準（十分満足できる。）　B基準（おおむね満足できる。）　　★…重点評価項目

1　持続可能な社会にする方法
2　未来へつながる

◆１分野（７）ア（イ）㋐，イ
◆２分野（７）ア（イ）㋐，イ

〈自然環境の保全と科学技術の利用の
あり方について科学的に考察し，持続
可能な社会をつくることが重要である
ことを認識する〉


